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１

「
世
界
有
数
の
大
河
と
聞
い
て
い
た
が
、
意
外
に
た
い
し
た

こ
と
な
い
な
」

　

航
空
母
艦
「
大だ

い

龍り
ゅ
う
」
の
艦
上
戦
闘
機
隊
第
二
小
隊
長
を

務
め
る
桑く

わ

原ば
ら

寿ひ
さ
し

中
尉
は
、
地
上
の
光
景
を
見
て
、
そ
ん
な

感
想
を
抱
い
た
。

　

薄う
す

茶ち
ゃ

色い
ろ

に
染そ

ま
っ
た
砂さ

漠ば
く

の
中
に
、
緑
の
帯
の
よ
う
な
も

の
が
横
た
わ
り
、
そ
の
中
央
に
青
い
流
れ
が
見
え
る
。

　

名な

高だ
か

い
ナ
イ
ル
川
と
、
そ
の
流
域
に
あ
る
農
地
だ
。

　

川
幅
自
体
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。

　

千ち

葉ば

県け
ん

の
市い

ち

川か
わ

で
生
ま
れ
育
っ
た
桑
原
に
は
、
江え

戸ど

川が
わ

や

荒あ
ら

川か
わ

の
方
が
、
よ
ほ
ど
大
き
な
川
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

ナ
イ
ル
川
を
大
河
た
ら
し
め
て
い
る
の
は
、
川
幅
で
は
な

く
長
さ
だ
。

　

ア
フ
リ
カ
大
陸
中
央
の
ビ
ク
ト
リ
ア
湖
に
端た

ん

を
発
し
、
エ

ジ
プ
ト
の
北
岸
か
ら
地
中
海
に
注
ぐ
ま
で
に
、
緯い

度ど

に
し
て

三
〇
度
以
上
を
横
切
る
の
だ
。

　

零
戦
の
コ
ク
ピ
ッ
ト
か
ら
見
え
る
の
は
、
ナ
イ
ル
の
ご
く

一
部
で
し
か
な
い
が
、
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
身
に
は
、
大

陸
を
流
れ
る
大
河
の
全ぜ

ん

貌ぼ
う

は
実
感
で
き
な
か
っ
た
。

　

北
上
す
る
に
つ
れ
、
河か

畔は
ん

に
建
造
物
が
増
え
る
。

　

古
代
か
ら
連れ

ん

綿め
ん

と
受
け
継
が
れ
て
来
た
遺い

跡せ
き

も
あ
る
が
、

近
代
的
な
ビ
ル
も
多
い
。

　

エ
ジ
プ
ト
の
首
都
カ
イ
ロ
だ
。

　

そ
の
南
東
に
、
桑
原
ら
が
目
指
す
攻
撃
目
標
―
エ
ジ
プ

ト
に
お
け
る
枢す

う

軸じ
く

軍
最
大
の
航
空
基
地
が
あ
る
。

「
右
前
方
、
敵
機
！
」

　

無
線
電
話
機
の
レ
シ
ー
バ
ー
に
、「
大
龍
」
艦
戦
隊
隊
長

板い
た

谷や

茂し
げ
る

少
佐
の
声
が
響
い
た
。

　

機
動
部
隊
の
艦
上
機
に
は
、
米
国
か
ら
導
入
さ
れ
た
無
線

電
話
機
が
装
備
さ
れ
て
い
る
。
機
体
同
士
の
通
信
を
、
声
で

や
り
取
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　

情
報
の
伝
達
速
度
も
、
正
確
さ
も
、
信し

ん

号ご
う

灯と
う

や
手
信
号
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
。
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桑
原
は
、
右
前
方
を
見
た
。

　

銀
色
に
光
る
も
の
が
多
数
、
攻
撃
隊
の
行
く
手
を
塞ふ

さ

ご
う

と
し
て
い
る
。

　

反
射
光
は
非
常
に
強
い
。
よ
く
研と

ぎ
上
げ
ら
れ
た
刃や

い
ばを
思

わ
せ
る
輝
き
だ
。
攻
撃
隊
、
特
に
艦
上
爆
撃
機
の
搭
乗
員
に

と
っ
て
は
、
凶

き
ょ
う

刃じ
ん

の
き
ら
め
き
に
等
し
い
で
あ
ろ
う
。

（
数
は
ほ
ぼ
互ご

角か
く

か
）

　

桑
原
は
敵
機
の
数
を
見み

積つ

も
り
、
そ
の
よ
う
に
推
察
し
た
。

　

敵
機
は
二
〇
機
前
後
の
梯て

い

団だ
ん

が
四
隊
。
ざ
っ
と
八
〇
機
だ
。

　

一
方
、
日
本
軍
―
第
三
艦
隊
の
空
母
か
ら
出
撃
し
た
第

一
次
攻
撃
隊
は
、
零
戦
七
二
機
、
九
九
艦
爆
一
四
四
機
。

　

戦
闘
機
の
数
で
は
敵
が
僅わ

ず

か
に
多
い
が
、
ほ
ぼ
互
角
に
戦

え
る
。

　

艦
爆
を
守
り
な
が
ら
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
い
分
、
敵
よ
り
も

不
利
な
立
場
だ
が
―
。

「
神じ

ん

龍り
ゅ
う」

の
艦
戦
隊
が
、
真
っ
先
に
動
い
た
。

　

全
機
が
一
斉
に
落
下
式
増ぞ

う

槽そ
う

を
投
下
し
、
エ
ン
ジ
ン
・
ス

ロ
ッ
ト
ル
を
開
い
て
突
撃
に
移
っ
た
。

「
大
龍
」
隊
が
続
き
、
第
一
航
空
戦
隊
の
「
翔

し
ょ
う

鶴か
く

」「
瑞ず

い

鶴か
く

」、

第
二
航
空
戦
隊
の
「
蒼そ

う

龍り
ゅ
う」「
飛ひ

龍り
ゅ
う」、
第
五
航
空
戦
隊
の

「
隼

じ
ゅ
ん

鷹よ
う

」「
飛ひ

鷹よ
う

」
か
ら
出
撃
し
た
艦
戦
隊
も
、
敵
機
に
機

首
を
向
け
て
い
る
。

「
逸は

や

っ
て
い
る
な
、『
神
龍
』
隊
は
」

　

第
二
小
隊
の
二
機
を
誘
導
し
つ
つ
、
桑
原
は
呟つ

ぶ
やい
た
。

「
神
龍
」
は
、
元
米
空
母
「
サ
ラ
ト
ガ
」
だ
。
元
「
レ
キ
シ

ン
ト
ン
」
の
「
大
龍
」
と
共
に
、
第
四
航
空
戦
隊
を
編
成
す

る
が
、
昨
年
一
〇
月
の
ジ
ブ
チ
攻
略
作
戦
に
は
訓
練
未
了
の

た
め
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
。

「
神
龍
」
の
乗
組
員
も
、
艦
上
機
隊
の
搭
乗
員
も
、
そ
の
こ

と
を
悔く

や

し
が
っ
て
お
り
、「
次
こ
そ
は
」
と
戦
意
を
昴た

か

ぶ
ら

せ
て
い
た
の
だ
。

　

前
方
で
は
、
空
中
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

鼻は
な

先さ
き

が
猟

り
ょ
う

犬け
ん

の
よ
う
に
尖と

が

っ
た
敵
戦
闘
機

―
ド
イ
ツ

空
軍
の
メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
Ｂ
ｆ
１
０
９
が
、
有
利
な
高

度
か
ら
逆さ

か

落お

と
し
に
突
っ
込
み
、
機
首
に
発
射
炎
を
閃ひ

ら
めか
せ

る
。
細
く
鋭
い
二
条
の
火か

箭せ
ん

が
、
零
戦
の
真
上
か
ら
降
り
注
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ぐ
。

「
神
龍
」
隊
の
零
戦
は
、
機
体
を
右
、
あ
る
い
は
左
に
大
き

く
倒
し
、
急
角
度
の
水
平
旋
回
を
か
け
る
。

　

メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
射
弾
に
貫つ

ら
ぬか

れ
る
機
体
は
な
い
。

全
機
が
得
意
の
小
回
り
転
回
で
、
敵
弾
を
か
わ
し
て
い
る
。

　

一
連
射
を
浴
び
せ
た
メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
速
度
を

緩ゆ
る

め
る
こ
と
な
く
、
下
方
へ
と
離り

脱だ
つ

す
る
。

　

ジ
ブ
チ
で
も
見
せ
た
、
急
降
下
に
よ
る
一
撃
離
脱
だ
。
命

中
の
有う

無む

に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
。
一
連
射
を
放
っ
た
後
は
、

即
座
に
離
脱
し
、
零
戦
に
銃
撃
の
機
会
を
与
え
な
い
。

「
神
龍
」
隊
も
深
追
い
し
な
い
。
離
脱
し
た
敵
機
に
は
目
も

く
れ
ず
、
新
た
な
敵
機
に
立
ち
向
か
う
。

　

右
に
、
左
に
急
旋
回
を
繰
り
返
し
、
敵
の
射
弾
に
空く

う

を
切

ら
せ
る
。

　

好こ
う

機き

を
捉と

ら

え
て
機
首
の
七
・
七
ミ
リ
機
銃
、
両
翼
の
二
〇

ミ
リ
機
銃
を
発
射
し
、
敵
機
に
一
撃
を
見み

舞ま

う
。

　

七
・
七
ミ
リ
弾
を
受
け
た
機
体
は
、
火
を
噴ふ

く
こ
と
な
く

離
脱
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
二
〇
ミ
リ
弾
は
メ
ッ
サ
ー
シ
ュ

ミ
ッ
ト
の
主
翼
を
叩
き
折
り
、
胴
体
の
外が

い

鈑は
ん

を
引
き
裂
く
。

「
大
龍
」
隊
に
も
、
敵
機
が
向
か
っ
て
来
た
。

　

板
谷
少
佐
の
第
一
小
隊
が
左
に
、
桑
原
の
第
二
小
隊
、
末す

え

次つ
ぐ

京き
ょ
う

一い
ち

郎ろ
う

飛
行
兵
曹
長
の
第
三
小
隊
は
右
に
、
そ
れ
ぞ
れ

急
旋
回
を
か
け
る
。

　

突
っ
込
ん
で
来
た
メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
、
道
を
空あ

け

た
か
の
よ
う
だ
。

「
左
旋
回
！
」

　

桑
原
は
、
無
線
電
話
機
の
マ
イ
ク
に
怒ど

鳴な

り
込
む
よ
う
に

し
て
、
二
番
機
の
前ま

え

沢さ
わ

稔み
の
る

一
等
飛
行
兵
曹
、
三
番
機
の
吉よ

し

永な
が

浩こ
う

一い
ち

郎ろ
う

三
等
飛
行
兵
曹
に
指
示
を
送
っ
た
。

　

同
時
に
、
操そ

う

縦じ
ゅ
う

桿か
ん

を
右
か
ら
左
に
傾
け
た
。

　

右
に
急
旋
回
し
て
い
た
零
戦
が
、
今
度
は
左
に
大
き
く
傾

き
、
急
旋
回
の
態
勢
に
入
る
。

　

メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
二
機
、
第
二
小
隊
に
機
首
を
向

け
た
。
獲え

物も
の

を
狙ね

ら

う
狼

お
お
か
みの
よ
う
な
勢
い
で
、
桑
原
機
に
突

っ
込
ん
で
来
た
。

　

敵
一
番
機
が
プ
ロ
ペ
ラ
・
ス
ピ
ナ
ー
に
発
射
炎
を
閃
か
せ
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る
。
ほ
と
ん
ど
同
時
に
桑
原
も
、
発
射
把は

柄へ
い

を
握
っ
て
い
る
。

　

一
番
機
の
機
首
か
ら
ほ
と
ば
し
っ
た
火
箭
と
、
零
戦
の
両

翼
か
ら
噴
き
延
び
た
二
条
の
火
箭
が
交こ

う

錯さ
く

す
る
が
、
ど
ち
ら

も
大
気
を
貫
く
だ
け
だ
。

　

敵
一
番
機
と
桑
原
機
が
猛
速
で
す
れ
違
っ
た
直
後
、
敵
二

番
機
が
射
弾
を
放
っ
て
来
る
。

　

桑
原
は
、
発
砲
の
時じ

機き

を
掴つ

か

め
な
か
っ
た
が
、
敵
弾
も
桑

原
機
を
捉
え
る
こ
と
は
な
い
。

　

正
面
か
ら
の
撃
ち
合
い
で
は
、
相
対
速
度
は
時
速
一
〇
〇

〇
キ
ロ
を
超
え
る
。
射
撃
の
機
会
は
一
瞬
し
か
な
く
、
命
中

確
率
は
極
め
て
小
さ
い
。

　

二
番
機
と
す
れ
違
っ
た
直
後
、
風
防
ガ
ラ
ス
が
炎
の
色
を

反
射
し
て
赤
く
染
ま
っ
た
。

「
敵
二
番
機
撃
墜
！
」

　

吉
永
の
弾は

ず

ん
だ
声
が
レ
シ
ー
バ
ー
に
伝
わ
る
。

　

第
二
小
隊
の
中
で
一
番
若
い
搭
乗
員
が
、
初
戦
果
を
上
げ

た
の
だ
。

「
隊
長
、
左
後
方
！
」

　

部
下
の
戦
果
を
喜
ぶ
間
も
な
く
、
前
沢
の
声
が
レ
シ
ー
バ

ー
に
飛
び
込
む
。

　

桑
原
は
即
座
に
「
左
旋
回
！
」
を
下か

令れ
い

し
、
操
縦
桿
を
左

に
大
き
く
倒
す
。

　

零
戦
が
大
き
く
左
に
傾
斜
し
、
急
角
度
の
旋
回
に
入
る
。

　

機
体
が
後
方
を
向
く
と
同
時
に
、
複
数
の
方
向
か
ら
同
時

に
放
た
れ
た
火
箭
が
、
吉
永
機
を
貫
く
様
が
目
に
入
っ
た
。

　

桑
原
が
大
き
く
両
目
を
見
開
い
た
と
き
、
吉
永
機
の
右
主

翼
か
ら
火か

焔え
ん

が
躍お

ど

り
、
機
体
が
一
瞬
で
砕
け
散
っ
た
。

　

二
〇
ミ
リ
弾
倉
の
誘
爆
だ
。
吉
永
の
初
戦
果
は
、
同
時
に

最
後
の
戦
果
と
な
っ
た
の
だ
。

　

吉
永
機
を
墜お

と
し
た
敵
機
が
、
前
沢
機
、
桑
原
機
に
向
か

っ
て
来
る
。

「
垂
直
降
下
！
」

　

桑
原
は
、
咄と

っ

嗟さ

に
前
沢
に
指
示
を
送
っ
た
。

　

同
時
に
操
縦
桿
を
右
に
倒
し
、
機
体
を
横
転
さ
せ
た
。

「
大
龍
」
艦
戦
隊
の
現
在
の
装
備
機
は
、
零
戦
三
二
型
。
エ

ン
ジ
ン
を
中な

か

島じ
ま

「
栄さ

か
え」
一
二
型
か
ら
、
出
力
を
向
上
さ
せ
た
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「
栄
」
二
一
型
に
換
装
し
、
主
翼
の
端は

し

を
切
り
詰
め
た
型
だ
。

旋
回
性
能
、
航
続
性
能
が
若

じ
ゃ
っ

干か
ん

低
下
し
た
が
、
最
高
速
度

や
上
昇
性
能
、
ロ
ー
ル
率
は
向
上
し
て
い
る
。

　

視
界
の
中
で
敵
機
が
回
転
し
、
左
方
へ
と
吹
っ
飛
ぶ
。

「
上
昇
反
転
！
」

　

機
首
を
引
き
起
こ
し
な
が
ら
、
桑
原
は
指
示
を
送
っ
た
。

「
栄
」
二
一
型
が
力
強
く
咆ほ

う

哮こ
う

し
、
零
戦
の
機
体
を
引
っ
張

り
上
げ
る
。

　

宙
ち
ゅ
う

返が
え

り
の
頂
点
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
、
機
体
が
回
転
し
、

メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
二
機
の
後
ろ
上
方
に
占せ

ん

位い

し
て
い
る
。

　

敵
機
は
、
右
の
水
平
旋
回
を
か
け
た
。

　

そ
の
先
に
、
第
二
小
隊
と
は
別
の
零
戦
が
あ
る
。
乱
戦
の

中
、
味
方
機
と
は
ぐ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
前
沢
、
続
け
！
」

　

桑
原
は
命
じ
る
と
同
時
に
、
エ
ン
ジ
ン
・
ス
ロ
ッ
ト
ル
を

フ
ル
に
開
い
た
。

　

零
戦
が
加
速
さ
れ
、
メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
後
ろ
上
方

か
ら
距
離
を
詰
め
た
。

　

メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
二
機
に
、
回
避
の
動
き
は
見
え
な

い
。
零
戦
を
追
う
の
に
気
を
取
ら
れ
、
背
後
の
敵
に
気
づ
い

て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
二
番
機
が
、
た
ぐ
り
寄
せ
る
よ
う

に
近
づ
い
て
来
る
。
照

し
ょ
う

準じ
ゅ
ん

器き

の
白
い
環わ

の
中
で
、
敵
機
の

機
影
が
膨ふ

く

れ
上
が
る
。

　

背
後
の
敵
機
に
気
づ
い
た
の
か
、
敵
二
機
が
ほ
ぼ
同
時
に

右
旋
回
を
か
け
た
。

　

桑
原
も
操
縦
桿
を
右
に
倒
し
、
敵
二
番
機
の
内
側
へ
と
食

い
下
が
る
。

　

二
一
型
に
比
べ
、
旋
回
性
能
は
若
干
落
ち
た
も
の
の
、
他

国
の
戦
闘
機
よ
り
優
秀
だ
。
先
行
す
る
メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ

ト
よ
り
も
小
さ
な
旋
回
半
径
を
描
き
、
内
側
へ
と
食
い
下
が

る
。

　

頃こ
ろ

合あ

い
よ
し
と
見
て
、
桑
原
は
発
射
把
柄
を
握
っ
た
。

　

両
翼
か
ら
太
い
火
箭
が
噴
き
延
び
、
狙
い
過あ

や
また
ず
メ
ッ
サ

ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
エ
ン
ジ
ン
・
カ
ウ
リ
ン
グ
か
ら
右
主
翼
の

付
け
根
付
近
に
突
き
刺
さ
っ
た
。
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火
花
と
共
に
破
片
が
飛
び
散
り
、
メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト

の
機
首
か
ら
黒
煙
が
噴
き
出
す
。
う
な
だ
れ
た
よ
う
に
機
首

を
下
げ
、
眼が

ん

下か

の
砂
漠
へ
と
墜
落
す
る
。

　

メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
一
番
機
は
、
姿
が
な
い
。
二
番

機
が
墜
と
さ
れ
て
い
る
間
に
、
離
脱
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
後
方
、
敵
二
機
！
」

「
次
か
ら
次
へ
と
！
」

　

前
沢
の
叫さ

け

び
声
を
聞
き
、
桑
原
は
操
縦
桿
を
左
に
倒
し
た
。

　

空
中
戦
は
、
彼ひ

我が

の
機
体
が
混こ

ん

淆こ
う

す
る
乱
戦
状
態
だ
。
と

に
か
く
、
手
近
な
敵
機
と
戦
う
だ
け
だ
。

　

零
戦
が
左
に
旋
回
す
る
や
、
左
後
方
か
ら
火
箭
が
飛
び
、

翼
端
付
近
に
命
中
し
て
火
花
を
散
ら
し
た
。
桑
原
は
罵ば

声せ
い

を

漏も

ら
し
な
が
ら
も
、
右
旋
回
に
切
り
替
え
た
。

　

今
度
は
右
後
方
か
ら
射
弾
が
放
た
れ
、
敵
弾
が
コ
ク
ピ
ッ

ト
の
右
脇
を
通
過
し
た
。

（
い
か
ん
、
挟は

さ

ま
れ
た
！
）

　

桑
原
は
、
敵
の
罠わ

な

に
落
ち
た
こ
と
を
悟さ

と

っ
た
。

　

メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
二
機
が
一
組
と
な
り
、
桑
原
機

の
後
方
に
付
け
た
の
だ
。
桑
原
機
が
左
右
ど
ち
ら
に
旋
回
し

て
も
、
逃
が
さ
な
い
態
勢
だ
。

　

桑
原
は
歯は

噛が

み
を
し
な
が
ら
、
左
に
、
右
に
と
、
不
規
則

に
操
縦
桿
を
倒
し
、
旋
回
を
繰
り
返
し
た
。

　

後
方
か
ら
噴
き
延
び
る
七
・
九
二
ミ
リ
弾
が
胴
体
や
主
翼

を
か
す
め
、
不ぶ

気き

味み

な
打
撃
音
を
立
て
る
。

　

一
度
な
ら
ず
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
付
近
に
命
中
弾
が
あ
り
、
機

体
が
衝
撃
に
震
え
る
。

　

ち
ら
と
後
方
を
振
り
返
る
と
、
メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が

間
近
に
見
え
る
。

　

も
う
距
離
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
プ
ロ
ペ
ラ
・
ス
ピ
ナ
ー
の

二
〇
ミ
リ
機
銃
は
、
今
に
も
火
を
噴
き
そ
う
だ
。

（
や
ら
れ
る
！
）

　

そ
う
直
感
し
た
と
き
、
右
後
方
の
敵
機
が
火
を
噴
い
た
。

　

機
首
か
ら
黒
煙
が
噴
出
し
、
プ
ロ
ペ
ラ
が
停
止
し
た
。
機

体
を
右
に
大
き
く
傾
け
、
桑
原
の
視
界
か
ら
姿
を
消
し
た
。

　

左
後
方
の
敵
機
は
、
機
体
を
左
に
横
転
さ
せ
、
垂
直
降
下

で
離
脱
す
る
。
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「
小
隊
長
、
御
無
事
で
す
か
⁉
」

「
助
か
っ
た
。
感
謝
す
る
！
」

　

レ
シ
ー
バ
ー
に
響
い
た
前
沢
の
声
に
、
桑
原
は
礼
を
返
し

た
。

　

二
番
機
の
役
割
は
、
一
番
機
の
援
護
だ
。
際き

わ

ど
い
と
こ
ろ

で
は
あ
っ
た
が
、
前
沢
は
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
の
だ
。

「
艦
爆
隊
の
援
護
に
向
か
う
。
続
け
！
」

　

桑
原
は
前
沢
に
命
じ
た
。

　

メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
の
戦
闘
で
は
深
追
い
を
避
け
る

つ
も
り
だ
っ
た
が
、
乱
戦
に
巻
き
込
ま
れ
、
予
想
以
上
に
手

間
取
っ
た
。

　

で
き
る
限
り
早
く
、
本
来
の
任
務
に
戻
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

操
縦
桿
を
手
前
に
引
き
、機
首
を
上
向
け
る
。エ
ン
ジ
ン・

ス
ロ
ッ
ト
ル
を
開
き
、
上
昇
を
開
始
す
る
。

　

零
戦
と
メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
入
り
乱
れ
て
の
空
中
戦

は
、
な
お
も
続
い
て
い
る
。

　

零
戦
は
旋
回
性
能
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、
上
下
に
、
左

右
に
飛
び
回
り
、
メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
突
っ
込
み
を
か

わ
し
て
い
る
が
、
全
機
が
敵
弾
を
か
わ
し
切
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。

　

水
平
旋
回
に
よ
っ
て
後
方
の
敵
機
を
か
わ
し
た
零
戦
が
、

別
の
敵
機
に
横よ

こ

合あ

い
か
ら
の
一
連
射
を
撃
ち
込
ま
れ
る
。

　

緩ス
ロ
ー
・
ロ
ー
ル

横
転
に
よ
っ
て
敵
機
を
や
り
過
ご
し
た
零
戦
は
、
背
面

に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
敵
弾
を
受
け
、
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
の
破
片

を
撒ま

き
散
ら
し
な
が
ら
墜
ち
て
ゆ
く
。

　

零
戦
を
墜
と
し
た
メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
、
急
降
下
に

よ
っ
て
離
脱
し
た
と
こ
ろ
に
、
低
高
度
に
い
た
零
戦
が
一
連

射
を
浴
び
せ
る
。

　

二
〇
ミ
リ
弾
を
浴
び
た
メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
ひ
と

た
ま
り
も
な
く
打
ち
砕
か
れ
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
砂
漠
に

落
下
す
る
。

　

ど
ち
ら
が
優
勢
な
の
か
は
、
判
別
で
き
な
い
。

　

は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
日
独
ど
ち
ら
の
戦
闘
機
乗
り

も
、
一
歩
も
退ひ

く
つ
も
り
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

上
昇
す
る
桑
原
機
、
前
沢
機
に
も
、
二
機
の
メ
ッ
サ
ー
シ

ュ
ミ
ッ
ト
が
、
前
上
方
か
ら
突
っ
込
ん
で
来
た
。
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敵
機
の
機
首
に
発
射
炎
が
閃
く
寸
前
、
桑
原
機
は
左
に
、

前
沢
機
は
右
に
、
そ
れ
ぞ
れ
機
体
を
倒
し
た
。

　

横
倒
し
に
な
っ
た
零
戦
の
下し

た

腹は
ら

を
か
す
め
る
よ
う
に
し
て
、

メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
射
弾
が
通
過
す
る
。

　

桑
原
機
、
前
沢
機
は
、
メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
後
方
に

抜
け
る
。

　

敵
機
と
や
り
合
う
つ
も
り
は
な
い
。
当
面
は
、
艦
爆
隊
の

援
護
が
優
先
だ
。

　

艦
爆
隊
は
所
属
す
る
母
艦
毎ご

と

に
分
か
れ
、
緊き

ん

密み
つ

な
編
隊
形

を
組
ん
で
い
る
。

「
大
龍
」
隊
と
「
神
龍
」
隊
の
後
ろ
上
方
に
、
複
数
の
敵
機

が
見
え
る
。

　

機
体
を
左
右
に
振
っ
て
旋
回
機
銃
の
火
箭
を
か
わ
し
、
隙す

き

を
見
て
は
突
進
し
て
、
機
首
か
ら
二
条
の
火
箭
を
放
っ
て
い

る
。

「
大
龍
」
隊
の
後
方
に
位
置
す
る
機
体
が
二
機
、
続
け
ざ
ま

に
火
を
噴
い
て
高
度
を
落
と
し
、「
神
龍
」
隊
の
所
属
機
も

一
機
が
墜
と
さ
れ
る
。

「
今
、
行
く
ぞ
！
」

　

一
声
叫
び
、
桑
原
は
艦
爆
隊
の
後
方
に
位
置
す
る
敵
機
に

突
進
し
た
。

　

艦
爆
隊
の
後
方
で
、
左
右
に
旋
回
を
繰
り
返
し
て
い
る
た

め
だ
ろ
う
、
敵
機
の
速
力
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。
零
戦
と

の
距
離
が
、
み
る
み
る
縮
ま
る
。

　

桑
原
は
、
敵
一
機
の
後
ろ
か
ら
食
ら
い
つ
い
た
。

「
く
た
ば
れ
！
」

　

の
叫
び
声
と
共
に
、
発
射
把
柄
を
握
っ
た
。

　

二
〇
ミ
リ
弾
の
太
い
火
箭
が
、
敵
機
の
両
翼
に
突
き
刺
さ

る
。

　

補
助
翼
が
ち
ぎ
れ
て
吹
っ
飛
び
、
次
い
で
左
右
の
主
翼
が

中
央
付
近
か
ら
分
断
さ
れ
る
。

　

一
瞬
で
揚よ

う

力り
ょ
く
を
失
っ
た
敵
機
は
、
機
首
を
大
き
く
下
げ
、

真
っ
逆
さ
ま
に
墜
落
す
る
。

　

僚
り
ょ
う

機き

の
墜
落
を
悟
っ
た
敵
機
が
機
体
を
翻

ひ
る
が
えす

が
、
反
転

を
終
え
る
よ
り
早
く
、
前
沢
機
が
射
弾
を
叩
き
込
む
。

　

二
〇
ミ
リ
弾
の
太
い
火
箭
が
、
エ
ン
ジ
ン
・
カ
ウ
リ
ン
グ
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か
ら
コ
ク
ピ
ッ
ト
に
か
け
て
突
き
刺
さ
り
、
敵
機
は
黒
煙
に

包
ま
れ
な
が
ら
墜
ち
て
ゆ
く
。

「
メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
じ
ゃ
な
い
な
」

　

桑
原
は
、
直
感
的
に
敵
の
機
種
を
見
抜
い
た
。

　

メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
同
様
の
液
冷
エ
ン
ジ
ン
機
だ
が
、

全
体
の
印
象
は
微
妙
に
異
な
る
。

　

何
よ
り
も
、
胴
体
に
描
か
れ
た
マ
ー
ク
が
鉄て

つ

十じ
ゅ
う

字じ

で
は

な
い
。
英
軍
機
の
ラ
ウ
ン
デ
ル
・
マ
ー
ク
に
似
て
い
る
が
、

色
は
赤
、
白
、
緑
だ
。

　

イ
タ
リ
ア
の
戦
闘
機
だ
っ
た
。

（
本
来
の
役
割
通
り
か
）

　

桑
原
は
、
敵
の
事
情
を
推
察
し
た
。

　

戦
場
が
欧
州
か
ら
北
ア
フ
リ
カ
に
拡
大
し
た
の
は
、
イ
タ

リ
ア
の
動
き
が
原
因
だ
と
聞
い
て
い
る
。

　

リ
ビ
ア
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
を
支
配
下
に
収
め
て
い
た
イ
タ
リ

ア
が
、
エ
ジ
プ
ト
を
版は

ん

図と

に
加
え
よ
う
と
動
い
た
こ
と
か
ら
、

北
ア
フ
リ
カ
の
砂
漠
や
地
中
海
は
、
熾し

烈れ
つ

な
戦
場
に
な
っ
た

の
だ
。

　

そ
の
エ
ジ
プ
ト
に
連
合
軍
が
進
攻
し
て
来
た
た
め
、
イ
タ

リ
ア
軍
も
同
地
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

「
エ
ジ
プ
ト
の
防
衛
は
、
我
々
の
任
務
だ
。
ド
イ
ツ
ば
か
り

に
任
せ
て
お
け
ぬ
」

　

そ
ん
な
心
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

イ
タ
リ
ア
機
の
う
ち
、
二
機
が
九
九
艦
爆
へ
の
攻
撃
を
中

断
し
、
反
転
す
る
。

　

桑
原
は
加
速
し
、
イ
タ
リ
ア
機
と
の
距
離
を
詰
め
た
。

　

敵
機
の
発
砲
が
僅
か
に
早
い
。

　

メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
同
じ
く
、
エ
ン
ジ
ン
・
カ
ウ
リ

ン
グ
の
上
に
発
射
炎
が
閃
き
、
二
条
の
火
箭
が
噴
き
延
び
る
。

　

一
瞬
遅
れ
て
、
桑
原
も
発
射
把
柄
を
握
る
。

　

二
〇
ミ
リ
機
銃
の
太
い
火
箭
と
、
イ
タ
リ
ア
機
が
放
っ
た

や
や
細
い
火
箭
が
交
差
し
、
各お

の

々お
の

の
目
標
に
殺
到
す
る
。

　

双
方
共
に
、
被
弾
は
な
い
。

　

イ
タ
リ
ア
機
の
射
弾
は
桑
原
機
の
右
翼
端
を
か
す
め
た
が
、

桑
原
が
発
射
し
た
二
〇
ミ
リ
弾
も
、
目
標
を
捉
え
る
こ
と
な

く
終
わ
る
。



19 第一章　エジプト進攻 

　

敵
二
番
機
と
の
射
撃
戦
も
、
結
果
は
同
じ
だ
。
射
弾
は
空

を
切
り
、
桑
原
の
二
〇
ミ
リ
弾
は
無む

駄だ

弾だ
ま

に
終
わ
る
。

　

二
番
機
と
す
れ
違
っ
た
直
後
、
桑
原
機
の
後
方
で
爆
発
が

起
き
た
。

　

小
隊
長
機
の
後
方
に
付
け
て
い
た
前
沢
機
が
、
敵
二
番
機

を
墜
と
し
た
の
だ
。

　

九
九
艦
爆
へ
の
攻
撃
を
続
け
て
い
た
イ
タ
リ
ア
機
が
、
避ひ

退た
い

に
移
っ
た
。

　

次
々
と
機
体
を
横
転
さ
せ
、
急
降
下
に
よ
っ
て
離
脱
す
る
。

　

乱
戦
の
場
か
ら
脱
し
た
零
戦
が
、
艦
爆
隊
の
援
護
に
駆
け

つ
け
た
の
だ
。

　

イ
タ
リ
ア
軍
の
搭
乗
員
は
零
戦
の
数
を
見
て
、
不
利
を
悟

っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

桑
原
は
前
沢
を
従
え
、
艦
爆
隊
の
後
ろ
上
方
に
占
位
し
た
。

（
こ
れ
以
上
は
、
一
機
も
墜
と
さ
せ
ぬ
）

　

自
身
に
そ
う
言
い
聞
か
せ
つ
つ
、
周
囲
の
空
を
見
渡
し
た
。

　

メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
も
、
イ
タ
リ
ア
軍
の
戦
闘
機
も
、

艦
爆
隊
に
仕し

掛か

け
て
来
る
様
子
は
な
い
。

　

艦
爆
隊
は
被
撃
墜
機
を
出
し
な
が
ら
も
、
カ
イ
ロ
近き

ん

郊こ
う

の

敵
飛
行
場
を
目
指
し
て
進
撃
を
続
け
て
い
る
。

　

ほ
ど
な
く
前
方
に
湧わ

き
出
し
た
黒
い
爆
煙
が
、
攻
撃
隊
の

行
く
手
を
遮

さ
え
ぎ

っ
た
。

　

総
指
揮
官
機
か
ら
命
令
が
飛
ん
だ
の
だ
ろ
う
、
九
九
艦
爆

が
次
々
と
機
体
を
翻
し
、
急
降
下
を
開
始
し
た
。

２

「
我ワ

レ

、『
カ
イ
ロ
』
飛
行
場
ヲ
攻
撃
ス
。
滑
走
路
、
付
帯
設

備
ヘ
ノ
命
中
弾
多
数
。
効
果
大ダ

イ

ナ
レ
ド
敵
戦
闘
機
ノ
迎
撃
熾

烈
ナ
リ
。
今
ヨ
リ
帰
投
ス
。
一ヒ

ト

七ナ
ナ

〇マ
ル

〇マ
ル

（
日
本
時
間
。
現
地

時
間
一
〇
時
）」

　

通
信
参
謀
中な

か

島じ
ま

親ち
か

孝た
か

少
佐
の
報
告
が
、
第
三
艦
隊
旗き

艦か
ん

「
翔
鶴
」
の
艦か

ん

橋き
ょ
うに
上
げ
ら
れ
た
。

「『
効
果
大
』
と
は
曖あ

い

昧ま
い

な
報
告
だ
な
。
敵
飛
行
場
は
使
用

不
能
に
追
い
込
ん
だ
の
か
、
ま
だ
使
用
可
能
な
の
か
」

　

参
謀
長
山や

ま

田だ

定さ
だ

義よ
し

少
将
は
、
首
席
参
謀
高た

か

田だ

利と
し

種た
ね

大
佐
、
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航
空
甲
参
謀
内な

い

藤と
う

雄た
け
し

中
佐
ら
の
幕ば

く

僚り
ょ
うを
見
や
っ
て
疑
問
を

提
起
し
た
。

「
大
打
撃
を
与
え
た
も
の
の
、
滑
走
路
や
付
帯
設
備
の
一
部

に
使
用
可
能
な
も
の
が
残
っ
て
い
る
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
。
第
二
次
攻
撃
で
、
完
全
に
使
用
不
能
に
追
い
込
め

る
と
考
え
ま
す
」

　

内
藤
航
空
甲
参
謀
が
、
山
田
に
答
え
た
。

　

第
三
艦
隊
は
現
在
、
紅こ

う

海か
い

の
北
部
に
展
開
し
て
い
る
。

　

エ
ジ
プ
ト
の
東
岸
と
シ
ナ
イ
半
島
に
挟
ま
れ
た
、
ス
エ
ズ

湾
の
湾わ

ん

口こ
う

付
近
だ
。

　

攻
撃
目
標
で
あ
る
カ
イ
ロ
近
郊
の
敵
飛
行
場
は
、
第
三
艦

隊
の
北
西
、
約
二
〇
〇
浬カ

イ
リの
地
点
に
あ
る
。

　

エ
ジ
プ
ト
に
設
け
ら
れ
て
い
る
枢
軸
軍
の
航
空
基
地
の
中

で
は
、
最
大
の
規
模
を
持
つ
。

　

ス
エ
ズ
湾
の
制
空
権
を
確
保
す
る
に
は
、
是ぜ

が
非ひ

で
も
叩

か
ね
ば
な
ら
な
い
場
所
だ
。

　

攻
撃
の
手
順
は
、
昨
年
一
〇
月
の
ジ
ブ
チ
攻
撃
を
踏と

う

襲し
ゅ
う

し
て
い
る
。

　

第
一
次
攻
撃
隊
を
艦
戦
、
艦
爆
で
編
成
し
て
敵
飛
行
場
に

第
一
撃
を
加
え
、
艦
戦
、
艦
攻
で
編
成
し
た
第
二
次
攻
撃
隊

で
止と

ど

め
を
刺
す
の
だ
。

　

ジ
ブ
チ
攻
撃
で
は
、
最
初
の
一
撃
で
敵
飛
行
場
を
壊
滅
に

追
い
込
ん
だ
が
、
カ
イ
ロ
の
敵
飛
行
場
は
、
ジ
ブ
チ
の
そ
れ

よ
り
も
遥は

る

か
に
規
模
が
大
き
い
。

　

第
一
次
攻
撃
の
み
で
機
能
を
完
全
に
停
止
さ
せ
る
の
は
、

流さ
す
が石
に
難
し
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

幸
い
、
第
二
次
攻
撃
隊
は
第
一
次
攻
撃
隊
の
一
時
間
後
に

出
撃
し
て
い
る
。

　

編
成
は
零
戦
七
二
機
、
九
七
艦
攻
一
三
八
機
だ
。

　

第
二
次
攻
撃
隊
が
敵
飛
行
場
を
使
用
不
能
に
追
い
込
む
の

は
確
実
で
す
―
と
、
内
藤
は
言
っ
た
。

「『
敵
戦
闘
機
ノ
迎
撃
熾
烈
ナ
リ
』
の
報
告
が
気
に
な
る
と

こ
ろ
だ
な
。
第
一
次
攻
撃
隊
に
、
ど
の
程
度
の
損
害
が
生
じ

た
か
」

「
昨
年
一
〇
月
の
ジ
ブ
チ
攻
撃
で
は
、
零
戦
が
メ
ッ
サ
ー
シ

ュ
ミ
ッ
ト
と
互
角
以
上
に
戦
え
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




